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協
会
第

一
回
訪
中
代
表
団
が
出
発

十

四
月
二
八
日
、

中
国
科
学
院
の
招
き
で
―
―

協
会
訪
中
代
表
団
は
中
国
科
学
院
の
招
≡
を
受
け

四
月
二
入
日
か
ら
二
月
八
日
ま
で
北
京
、

上
海
を
訪

出
す
る
”
協
会
代
表
団
は
第
九
回
常
任
理
事
会
で
出

出
さ
れ
、

わ
が
国
の
型
学
　
工
学
、

農
学
、

医

（
薬

》

学
界
を
代
表
す
る
人
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
た
。

北
京
で
は
、

中
国
科
学
院
、

中
国
全
国
科
学
技
術

協
会
、

中
国
渋
学
会
、

中
輩
医
学
会
、

中
国
国
家
科

学
技
術
委
員
会
と
日
中
科
学
技
術
変
流
に
つ
い
て
深

く
打
合
せ
を
行
い
、

ま
た
代
表
固
員
の
ヽ
間
に
応
し

て
中
国
科
学
暁
所
属
研
究
所
、

学
会
、

大
学
で
討
演

会
を
開
催
す
る
。

代
表
団
名
簿

団
　
　
長
　
有
山
兼
孝
　
協
会
会
長
　
元
日
本
物

（
理

》
　
　
型
学
会
長
　
名
大
名
誉
教
授

顧
　
　
関
　
越
智
勇

一
　

協
会
常
任
型
手
　
日
本

（
農
）
　

　

濃
学
会
長
　
前
日
本
キ
術
会
議

会
長
　
麻
布
似
医
大
学
長
　
元

火
大
洪
学
部
長

虫
　
帽
山
正
加
　
一死
日
本
発
生
生
物
学
会

（
型

》
　

長
　
日
本
学
術
会
議
会
員
　
相

山
女
半
因
大
学
教
授
　
名
大
名

普
教
授

貞
　
統
沢
純
大
　
次
加
日
本
化
学
会
長

（
避

）
　

生
物
右
機
化
学
研
究
所
長
　
胆

大
名
苦
教
授

Ａ
　
小
野
　
周
　
日
本
物
理
字
会
長
　
日

（
埋

）
　

本
■
術
公
話
公
員
　
人
大
名
誉

枚
媛

員
　
鈴
木
　
平
　
末
京
理
科
大
学
教
授

（
母

）
　

束
大
名
普
教
授

Ａ
　
大
沢
文
大
　
一方
日
本
生
物
物
理
学
会

（
理

》
　

長
　
阪
大
、

名
大
牧
班

Ａ
　
格
日
晦
十
　
脇
公
常
在
＝
ユ
　
日
本

（
工
）
　

結
晶
成
長
学
会
長
　
元
日
本
金

属
学
会
長
　
東
京
埋
科
大
学
工

学
部
長
　
東
大
名
誉
教
授

”貝
　
高
橋
秀
俊
　
一万
日
本
情
報
処
理
学
会

（
工

）
　

長
　
元
８
本
物
理
学
会
長
　
慶

応
義
塾
大
学
教
授
　
東
大
名
普

教
授

団
　
　
【員
　
近
腰
次
郎
　
協
会
常
任
理
事
　
元
日

（
工

》
　

本

Ｆ
ケ
タ
ト
協
会
長
　
国
立
公

害
研
究
所
副
所
長
　
東
大
名
誉

教
授

団
　
　
向只
　
人
十
島
義
之
助
　
士
木
学
会
副
会
長

（
工

）
　

日
本
学
術
会
議
会
員

，
東
京
大

学
教
授

田
　
　
員
　
柳
井
久
義
　
電
子
通
信
学
会
副
会
長

（
工

〉
　

東
京
大
学
教
授

団
　
　
負
　
坂
口
勝
美
　
一Ｉ
日
本
林
学
会
長
　
農

（
農

）
　

林
水
産
省
朴
業
試
験
場
研
究
顧

何
　
日
本
林
栄
技
術
協
会
常
勤

顧
門

団
　
　
ｏ貞
　
松
尾
孝
格
　
日
本
捜
学
会
副
会
長

（
世

）
　

亜
細
重
大
洋
州
育
種
学
会
長

こ
川
大
学
教
授
　
東
大
名
誉
教

授

団
　
　
】穴
　
一月
原
滋
夫
　
日
本
学
士
院
会
真
　
川

（
医
薬
じ
　
　
崎
医
科
大
学
教
授
　
岡
山
大
名

誉
教
授



19裕 (昭 54つ 4月 30日 日 中 科 学 技 術 第 8号 1 2 1

懲留
壁

刷
　
　
ｏ貝
　
亀
谷
打
お
　
日
本
奏
学
会
副
会
頭

（
医
業

》
　
　
日
本
半
術
会
議
会
員
　
東
北
大

学
教
授
、

窯
学
部
長

団
　
　
ｏ貝
　
管
原
　
努
　
一京
都
大
学
教
授
、

医
学

（
医
薬

）
　

部
長
　
京
都
大
学
放
射
線
生
物

学
研
究
セ
ン
タ
ー
長

事
務
局
三
　
漆
戸
　
啄
　
協
会
ヨ
務
局
長

事
務
局
虫
　
竹
花
弥
生
　
協
会
事
務
局
員

―

第

九

回

―

常

任

理

事

会

開

催

第
九
回
常
任
理
事
会
は
二
月
二

一
日

（
水

》
年
後

二
時
か
ら
四
時
ま
で
東
京
青
は
、
日
中
経
済
協
会
会

議
宝
で
開
催
し
、

協
会
第

一
回
訪
中
代
表
団
の
派
道

に
つ
い
て
審
議
し
、

団
員
の
選
出
、

訪
中
代
表
団
の

任
務
、

派
遣
時
期

に
つ
い
て
決
定
し
た
。
ま
た
会
議

で
は
、

武
見
大
郎

日
本
医
師
会
長
が
中
喜
医
学
会
の

招
さ
に
応
じ
訪
中
す
る
こ
と
な
ど
第
入
回
常
任
理
事

会
以
降

の
報
告
、

会
計
報
告
と
日
中
学
価
セ
ン
ク
ー

の
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

出
席
者す

山
兼
孝
会
長
、

赳
智
勇

一
、

度
取

一
男
、

茅
誠
司
、

近
藤
次
郎
、

野
上
茂
者
郎
、

橋
口
隆

吉
常
在
理
事

井
上
暮
成
監
事

田
中
脩
二
郎
参
■
、

漆
戸
嗽
事
務
局
長

中
国
農
業
現
代
化
の
モ
デ
ル
県

に
協
力

中
国
科
学
院
農
業
科
学
視
察
団
が
来
日

巾
国
科
学
院
は
こ
つ
の
行
と
協
力
し
て
農
業
現
代

化
の
た
め
Ｘ
北
地
区
の
無
仙
江
省
海
倫
八
、

４
北
地

区

の
打
北
省
　
水
、

商
部

の
湖
南
省
桃
派
尿
に
新
し

ム
世
業
研
究
セ
ン
ク
ー
を
開
設
し
た
。

こ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ら
三
地
域
の
農
業
現

代
化
の
過
程
に
い
け
る
さ
ま
ざ
と
な
科
学
問
題
、

経

済
問
題
を
研
究
し
、

そ
の
成
果
を
普
及
す
る
農
業
科

草
総
合
実
欧
氷
地
で
あ
る
。
中
国
の
国
主
は
商
北
互

五
〇
〇
奈

キ
，
、

縦
度
の
た
が
四
九
度
も
あ
る
。
地

勢
、

土
質
が
複
雑
で
ぁ
る
だ
け
で
な
く
、

気
象
条
件

も
多
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
ク
な
条
件
か
ら
中
国
の
公

式
報
道
は

「
い
ま
な
お
主
に
手
作
業
に
た
ま
っ
て
い

る
立
ち
お
く
れ
た
挫
業
を
近
代
的
な
漠
業
に
切
ク
か

え
る
に
は
、

上
期
に
わ
た
る
多
く
の
活
動
が
必
要
で

あ
り
、

そ
れ
は
当
然
捜
業
科
学
の
発
展
な
く
し
て
は

実
現
す
る
こ
と
は
で
首
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

昨
年
二
月
に
開
か
れ
た
い
国
全
国
科
学
会
議
で
於

業
科
学
は
中
国
社
会
の
発
展
を
促
す
科
学
技
術
の
入

つ
の
主
要
部
門
の

一
っ
に
退
定
さ
れ
て
い
る
。

研
究
セ
ン
タ
ー
の
実
験
活
動
は

―

娯
作
物
の
安
定
夕
収
殺
、

品
質
向
上
、

消
耗
率

の
引
合
下
げ
、

高
効
率
、

農
業
機
械
化
に
相
応
す
る

朋
作

ン
ス
テ
ム
の
研
究
。
と
凝
改
良
、

お
水
に
関
す

る
研
究
。

主
を
動
物
、

植
物
の
品
種
改
良
と
育
成

に

関
す
る
研
究
。

農
業
に
よ
け
る
各
種
新
技
術

の
普

及

と
応
用
。

洪
業
推
済
、

投
村
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
、

牧
首
業

の
機
械
化
の
研
究
な
ど
と
な

っ
て
い
る
。

中
国
科
学
院
は
昨
年
十

一
月
日
中
協
会
学
術
代
表

国
で
訪
中
し
た
茅
誠
司
団
長
、

回
村
三
郎
団
員
を
通

し
協
会
に
こ
つ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
内
、

湖
南
省
桃

凩

（
滋
賀
只
と
ほ
ほ
向
面
積

）
農
業
現
代
化
総
合
科

学
試
験
基
地
の
協
力
要
請
が
あ

っ
た
。

協
査
第
八
回
竹
任
理
事
会
は
出
来
る
か
ぎ
ケ
協
力

す
る
こ
と
を
決
め
、

先
す
中
国
科
学
院
の
要
望
を
受

け
、

中
国
科
学
院
農
業
科
学
祝
祭
団
の
来
日
を
招
請

し
た
。

中
国
科
学
院
洪
業
科
学
視
姿
団
は
二
月
二
二
日
か

ら
四
月
十
二
日
ま
で
来
日
し
を
地
を
視
察
し
た
。

中
国
科
学
院
震
業
科
学
視
察
田
名
簿

団
　
長
　
石
　
山
　
中
国
科
学
院
農
業
支
援
弁
公

室
二
在
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副
国
長
　
李
慶
蓮
　
中
国
科
学
院
桃
源
県
農
業
現

代
化
研
究
所
所
長
　
中
国
科

学
院
南
京
土
壌
研
究
所
副
所

長
　
中
国
第
五
回
人
民
代
表

大
会
大
表

団
　
ｏ貝
　
揚
大
治
　
湖
南
省
科
学
技
術
多
員
会
副

主
任

団
　
員
　
劉
更
月
　
中
国
科
学
院
桃
源
原
農
業
現

代
化
研
究
所
副
所
長

団
　
］貝
　
奥
子
同
　
中
国
科
学
院
高
京
士
壌
研
究

所
助
教
授

団
　
ｏ員
　
劉
行
悌
　
潮
南
省
桃
源
県
革
命
委
員
会

主
任
　
中
国
第
五
回
人
民
代

表
大
会
代
表

田
　
員
　
更
徳
済
　
湖
南
そ
機
械
工
業
局
副
技
師

長

通
　
訳
　
張
と
狐
　
中
日
友
好
協
会
職
員

訪
円
先

東
京
大
学
農
学
部
　
一ネ
部
大
学
農
学
部
、

東
京
渋

業
大
学
、

農
ホ
水
を
省
農
業
技
術
研
究
所
　
邦
■
投

業
研
究
セ
ン
タ
ー
　
果
樹
試
験
場
　
農
業
上
木
試
験

場
　
農
事
試
験
場
、

農
業
機
械
化
研
究
所
、

簡
岡
県

漠
業
試
験
場
　
茎
鶏
試
験
場
、

浜
松
市
三
方
演
地
区

農
場
、

天
龍
林
業
組
合
、

大
束
町
地
区
農
場
、

水
資

源
開
発
公
団
豊
川
用
水
、

愛
知
県
水
産
試
験
場
、

豊

橋
市
港
木
材

コ
ン
ピ
ナ
ー
■
、

愛
媛
県
果
仙
試
験
場

大
津
養
豚
団
地
、

煎
本
民
農
業
試
験
場
　
不
知
火

地
区
没
場
、

鹿
児
島
泉
捜
栄
試
臥
場
　
ホ
業
試
験
場

畜
芝
試
験
場
　
薩
聴
町
　
示
略
院
町
　
大

国
市
農

場
、

女
海
墳
物
、

久
保
国
鉄
工
堺
工
場
　
技
術
部
習

所
　
筑
波
工
場
　
ヤ
ン
マ
ー
漠
機
中
央
研
究
所
、

井

関
農
触
松
山
工
り
、
日
加
工
機
雄
岡
工
場
。

ま
た
中
国
科
学
院
典
決
科
学
祝
察
田
は
旅
本
県
知

事
、

鹿
児
島
原
知
事
、

浜
松
市
長
と
会
見
し
、

果
、

市
と
桃
源
原
の
協
力
に
つ
い
て
さ
わ
め
て
友
好
的
に

話
合

っ
た
。

幽
ホ
水
を
省
、

竹
岡
尿
、

２
知
凩
、

愛

接
只
、

煎
本
泉
、

鹿
児
島
尿
及
浜
松
市
Ｂ
中
友
好
協

会
、

福
岡
メ
日
中
友
好
協
会
、

旅
本
兄
日
中
女
好
英

流
協
会
、

京
称
日
中
科
学

，
技
術
者
交
流
協
会
、
日

本
国
際
貿
易
促
進
協
会
京
都
総
局
は
団
が
そ
の
所
拓

地
方
と
祝
察
す
る
叶
、

心
の
と
も

っ
た
協
力
を
さ

れ
た
。

協
会
は
お
二
人
の
ご
冥
福
を
謹
ん
で
ま
祈
り
申
し

あ
げ
、

中
国
科
学
院
に
弔
電
を
送

っ
た
。

ハ
ル
ピ

ン
造
船

大

学

が
来

日

ハ
ル
ピ
ン
造
絡
大
学
訪
日
教
育
視
寡
団
は
二
月
二

十
日
か
ら
二
月
二
三
日
ま
で
協
会
の
招
営
て
来
日
し

た
。視

奈
団
は
向
坊
隆
東
京
大
学
総
長
、

斎
藤
進
大
東

京
工
業
大
学
学
長
、

浦
水
司
早
稲
大
学
結
長
、

平
島

正
喜
電
気
通
信
大
学
学
長
久
保
村
隆
称
横
浜
国
立
大

学
学
長
、

Ｍ
本
道
控
京
都
大
学
結
長
、

和
国
座
也
九

州
大
学
学
長
、

木
原
岳
長
崎
総
合
科
学
大
学
学
長
と

会
見
し
大
学
問
の
今
後
の
交
流
に
つ
い
て
話
合
い
相

互
理
何
を
深
め
大
さ
な
成
果
を
収
め
帰
国
し
た
。

ま
た
来
日
中
、

視
察
団
は
そ
の
他
、

大
阪
大
学
、

三
菱
重
工
業
長
崎
進
船
所
、

大
阪
港
　
小
野
測
器
製

作
所
を
視
祭
し
た
。

中国科学院桃源農業現代化研究所へ

中
国
科
学
院
は
今
年
下
半
期
に
湖
門

省
桃
源
原
に
協
会
か
ら
決
栄
科
学
協
力

とＥ
　
代
表
団
を
招
討
し
て
い
る
が
、
そ
の
粋

派

　
術
と
現
地
初
察

の
た
め
四
月
二
性
日
、

と

　
回
村
二
郎
常
年
理
対
　
穴
大
名
誉
教
授

代
化
研
究
所
と

一
話
に
行
う
と
と
も
に

今
後

の
進
め
方

に

つ
い
て
話
合
う
。

童
第
月
中
国
科
学
院
副
院
長
　
中
国
人
民
政

治
協
商
会
議
全
国
委
員
会
副
主
席
が
二
月
二
十

日
病
気
の
た
め
北
京
で
逝
去
さ
れ
た
　
七
七
オ
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視
察
団
名
簿

団
　
長
　
三
松
如

団
　
員
　
劉
束
明
、

陳
　
寛
、

麓
栄
年

秘
害
長
　
宋
数
英

通
　
訳
　
国
志
魁

ハ
ル
ビ
ン
辻
船
大
学
学
長

型
市
市
、

即
三
瑞
、

楊
士
義

経
芳
水
、

花
　
柵
、

朱
克
定
、

中

国

風

洞

技

術

訪

日
祝

察

団

中
国
宇
航
学
会
常
務
理
事
、

来
山
公
司
副
経
理
の

割
柏
羅
氏
を
団
長
と
す
る
中
国
風
洞
技
術
祝
祭
団
は

協
会
の
招
菖
で
四
月
四
日
か
ら
四
月
二
四
日
ま
で
来

日
し
日
本
航
空
字
宙
学
会
河
村
縄
馬
会
長
及
空
気
力

学
専
門
委
員
会
と
技
術
討
議
を
行
い
ま
た
関
係
部
門

を
勢
力
的
に
拐
察
し
た
。

者
た
視
祭
固
は
帰
国
前
の
四
月
二

一
日
、

航
空
会

館
七
階
ホ
ー
ル
で
中
国
の
風
洞
の
映
画

（
三
五
ミ
リ

）

―
―
―
中
国
が
外
国
で
お
め
て
公
開
し
た
も
の

を
上
映
、

そ
の
後
答
礼
カ
ク
テ
ル
六
―
テ
イ
を
開
催

し
た
。
こ
れ
に
は
右
山
兼
孝
会
長
、

河
村
能
馬
日
本

い
と
■
宮
学
会
会
長
、

河
崎
後
夫
科
学
技
術
庁
航
空

字
官
技
術
研
究
所
所
長
等
多
数
の
関
係
者
が
招
か
れ

て
出
席
し
た
。

現
察
団
名
簿

団
　
長
　
劉
柏
羅

副
団
長
　
韓
志
挙
　
中
国
気
助
力
発
展
セ
ン
ク
「

科
学
技
術
部
則
部
長

団
　
虫
　
排
行
之
、

江
理
国
、

秦
克
非
、

任
思
根

俊
家
お
、

呉
志
賢
、

陳
畔
民

迪
　
訣
　
ｉ
徳
民

訪
円
先

科
学
技
術
庁
航
空
字
■
技
術
研
究
所
、

穴
京
大
学

字
宙
航
空
研
究
所
、

束
京
大
学
、

京
都
大
学
、

島
沖

製
作
所
、

富
士
通
、

束
芝
、

共
和
電
来
、

浜
松
テ
レ

ビ
、

ナ

″
夕
、
リ
ヨ
ー
、

小
山
大
、

常
士
写
真
光
機

セ
ヨ
ム
、

宇
官
科
学
＝
路
会

交

流

短

信

※
　
科
学
技
術
会
訟
は
中
国
国
家
科
学
技
術
委
員

会
の
招
さ
を
受
け
今
年
六
月
調
査
団
を
中
国

に
派
遣
す
る
。

Ｘ
　
中
国
全
国
針
炎
針
麻
学
術
村
諭
会

―
―
六
月

一
日
か
ら
五
日
ま
で
、

北
京

―
―
に
参
加
す

る
日
本
代
本
刷
が
四
月
二
四
日
午
後
二
時
か

ら
国
際
文
化
会
舶
で
会
令
を
開
さ
、

団
長
に

高
木
雄
太
郎
　
名
古
屋
市
立
大
学
学
長
　
日

本
針
灸
医
学
会
会
■
、

触
円
に
木
下
晴
都

日
本
針
久
師
会
会
長
、

市
岡
正
道
　
穴
京
医

科
歯
科
大
学
教
展
、

秘
■
上
に
相
川
貞
男

北
旦
大
学
教
授
　
神
神
医
学
研
究
所
室
長
を

送
出
し
た
。

Ｘ
　
経
団
連
沿
や
開
発
客
員
会
と
協
会
は
日
中
沿

岸
あ
洋
開
発
に
つ
い
て
、

工
願
は
中
国
国
家

海
洋
局
第

一
海
洋
研
究
所
副
所
長
と
二
月
二

八
日
、

銀
座
第

一
ホ
テ
ル
で
怒
談
し
た
。
懇

談
に
は
経
団
連
沿
岸
開
発
委
員
会
か
ら
石
井

靖
九
委
員
長
、

松
石
秀
之
副
委
員
長
、

協
会

か
ら
漆
戸
欧
事
務
局
長
が
山
府
し
た
。

お

知

ら

せ

新
入
事
務
局
員

竹
花
孫
生

（
女

）
今
年
二
月
桜
美
林
大
学

中
国
文
学
科
卒
業
、

四

月

一
日
か
ら
事
務
局
員

と
し
て
切
務
し
て
お
り

ま
す
。

日
本

（
来
「
中
国
代
表
団
　
祝
祭
団
　
研
修

生

へ
の
案
内
■

》

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
て
五
月

一
日
に
発
行

い
た
し
ま
す
。

会
員
、

貸
助
会
員

の
み
な
さ
ま
に
は
こ
の

逆
縮
報
と
共
に
お
送
り
必
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ど
意
見
を
ぶ
寄
せ
下
さ
る
よ
う
芳
嗣

い
し
ま
す
。

名
簿四

月

一
日
か
ら
第
二
期
に
な
り
ま
し
た
。

第
二
期
の
名
簿
を
作
成
し
て
と
り
ま
す
ｏ

役
職
寄
変
更
の
あ
る
方
は
ど
連
絡
下
さ
い
ぐ


